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Polyphonet
研究者の連携を支援する研究者ネットワーク検索エンジン

Web マイニング技術を使うことによりWeb 上にある研究活動に関する

情報を収集・分析し、研究者のネットワークを抽出することができます。

Polyphonet（ポリフォネット）は、インターネットに公開されている研究者

のつながりや専門分野といった情報から関係する研究者を検索するシステムで、

研究者の連携を支援することが目的です。

A researcher network is obtained by collecting and analyzing vast information 

on the Web. Polyphonet, which aims at the collaboration of researchers, is a 

researcher retrieval system using the relation of researchers automatically obtained 

from the Web.
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を行ってきました。特に、ユビキタス情
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り高次なレイヤーの情報システムの研究
をしています。

研究者の連携拡大の現状
近年、複数の分野にわたる研究者の

連携や産学官の連携が必要といわれて
います。しかし、このような連携はこ
れまで、個人的な知り合い関係や紹介
によって行われることが多く、異分野
間などの、より広範な連携には情報技
術による支援が必要とされています。
一方、研究者の活動や業績など研究に
関する情報がWebに多く載るように
なってきており、学会のプログラムや
助成金の採択情報などがWebに掲載さ
れることも増えています。

連携を意識したWeb検索
これまでも、論文データベースや学

会への登録情報などを用いる研究者の
検索システムはありました。産学官の

連携や融合領域での研究が重視されて
いる昨今では、いかに研究者のシーズ
とニーズをマッチさせるかについて多
くの組織が腐心しています。産総研で
も、例えば知能システム研究部門にお
いて、内部の成果情報を用いた組織構
造の解析が行われています。こういっ
た研究者の連携の分析やその支援のた
めの情報技術は、今後もますます重要
になっていくと考えられます。
情報技術研究部門 知的コンテンツ

グループでは、多種・大量の情報が存
在するWebに着目し、その情報を収集・
統合する研究を進めてきました。Web
は新鮮な情報も多く含みますが、情報
が整形されていないため、収集・統合
するには自然言語処理や機械学習を用
いたアルゴリズムを工夫する必要があ

図1　 研究者情報の画面
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ります。2002年から進めていた研究成
果を用い、2004年からPolyphonetとい
うシステムが開発されています。この
システムは、Web上に公開されている
研究者の研究活動に関する情報を収集
し、研究者間の関係を抽出して、研究
者のネットワークを表示し、さらには
要望に応じて適切な研究者を検索する
ことができます。 
Polyphonetで用いられているのは

Webマイニングと呼ばれる技術です。
具体的には、研究者間の関係の強さを
推測するために、2人の氏名を並べて
検索エンジンに投入し、そのヒット件
数から氏名の関係の強さを測定しま
す。例えば「松尾豊 橋田浩一」で検索
すると100件以上のページがヒットし
ますが、これが偶然とくらべてどのく
らい偏っているかを尺度化し、両者の
関係の強さとして用います。また、ヒッ
トしたWebページから、特定の語が使
われているなどの特徴を抜き出すこと
で、「共著関係である」「組織が同じで
ある」などの関係の種類を推測します。
さらに、研究者名がどういう単語と結
びついて出てくるかによって、研究者
の専門分野や研究に関するキーワード

を自動的に抽出することができます。
いずれも、研究者の公開情報をもとに
研究活動に関する情報だけを抽出する
工夫をしています。

実用化と今後の見通し
当研究部門では、実用化の試みの第

一弾として、2005年4月から、特定非
営利活動法人 研究開発型NPO振興機
構と共同で、大阪市が開設したロボッ
トラボラトリーにおいて運用実験を開
始しました。ロボットラボラトリーの
会員を対象にサービスを提供し、シ
ステムの検証や改善などを行います。

Web上にある研究者の活動に関する公
開情報から研究者間のつながりを抽出
するシステムとしては、国内で初めて
の本格的な実験運用となります。また、
2005年6月には北九州国際会議場で行
われた人工知能学会全国大会で、当研
究部門の実世界指向インタラクション
グループなどと共同で、学会支援シス
テムとして運用し好評を博しました。
今後は、バイオインフォマティクス

やナノテクなど、他の研究分野でもシ
ステムの適用を図り、研究者の連携や
ネットワーク作りを支援していく予定
です。
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